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「
高
度
な
医
療
」
と
「
頼
れ
る
人
材
」
で

地
域
密
着
型
の
「
安
心
で
き
る
病
院
」
に

信頼できる

　  近くの病院である事

 診 療 科 紹 介

内  科

手
術
、
抗
癌
剤
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
在
宅
医

療
な
ど一貫
し
た
対
応
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

従
来
か
ら
の
開
腹
手
術
に
加
え
、
傷
の
小
さ

い
腹
腔
鏡
下
手
術
も
行
って
い
ま
す
。
腹
腔

鏡
下
手
術
は
術
後
の
痛
み
や
身
体
の
負
担

が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
利
点
で
す
。
炎
症
の

な
い
胆
石
症
に
対
す
る
手
術
は
ほ
ぼ
腹
腔
鏡

下
で
手
術
を
行
い
、大
腸
癌
で
も
症
例
に
よっ

て
腹
腔
鏡
下
手
術
を
行
って
い
ま
す
。
ま
た
、

虫
垂
炎
に
関
し
て
は
抗
生
剤
治
療
を
行
っ
た

後
、
炎
症
が
収
ま
っ
た
時
期
に
待
機
的
に
臍

の
創
だ
け
で
手
術
を
す
る
単
孔
式
腹
腔
鏡

下
手
術
も
行
い
、
さ
ら
な
る
整
容
面
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。
大
き
な
手
術
や
重
い
持

病
が
あ
る
方
は
、
手
術
の
後
、
集
中
治
療
室

に
て
治
療
を
行
い
、
安
全
に
手
術
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
緊
急
手

術
に
関
し
て
も
約
2
0
0
件
行
っ
て
お
り
、

夜
間
・
休
日
で
も
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

　

検
査
か
ら
治
療
ま
で
幅
広
く
、
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
な
に
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

何
か
問
題
が
起
き
た
と
き
「
あ
、
あ
そ
こ

行
こ
う
」
と
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
病
院

に
な
る
こ
と
が
全
人
的
医
療
の
第一歩
で
す
。

そ
こ
か
ら
お
互
い
に
胸
襟
を
開
い
て
、
病
気

の
背
景
を
知
り
、
暮
ら
し
を
知
り
、
人
間

関
係
を
知
り
、
悩
み
事
を
知
っ
た
う
え
で
、

そ
の
方
に
最
適
な
医
療
を
計
画
す
る
こ
と
が

「
全
人
的
医
療
」
の
実
践
で
あ
る
と
考
え

る
か
ら
で
す
。

　

病
気
の
背
景
に
食
事
の
問
題
が
あ
れ
ば

栄
養
指
導
を
、
通
院
が
大
変
に
な
って
き
た

ら
在
宅
医
療
を
、
ケ
ア
で
き
る
人
が
不
足
す

る
場
合
は
施
設
の
利
用
を
。「
近
く
の
病
院
」

で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
相
談
に
も
容
易
に
対

応
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

昨
今
は
コロ
ナ
禍
よ
り
社
会
全
体
が
変
容

を
き
た
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
想
定

外
の
事
象
に
対
し
て
も
最
適
な
医
療
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
柔
軟
さ
を
た
も
ち
つつ
、
ま

た
今
後
A

I
技
術
の
進
歩
に
よ
り
機
械
の

A

I
ド
ク
タ
ー
の
出
現
が
予
想
さ
れ
る
状
況

に
な
って
も
、
機
械
に
は
で
き
な
い
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
う
気
持
ち
を
も
って
地
域
の
皆
様

に
と
って
信
頼
で
き
る
近
く
の
病
院
で
あ
る

よ
う
今
後
も
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

外
科
で
は
、
食
道
、
胃
、
大
腸
、
肝
臓
、

胆
嚢
、
膵
臓
な
ど
の
消
化
器
疾
患
を
中
心

に
、
内
視
鏡
検
査
、
手
術
、
抗
癌
剤
治
療

と
幅
広
く
診
療
を
行
って
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
外
科
学
会
、
日
本
消
化
器
外
科
学
会

の
専
門
医
制
度
修
練
施
設
お
よ
び
関
連
施

設
で
あ
り
、
手
術
症
例
の
デ
ー
タ
ベー
ス
事
業

（
N
C
D
）
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

消
化
器
の
癌
は
症
状
が
現
れ
に
く
く
、

定
期
的
な
内
視
鏡
検
査
が
大
切
で
す
。
早

期
に
発
見
さ
れ
れ
ば
内
視
鏡
で
切
除
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
当
科
で
は
内
視
鏡
検

査
を
年
間
約
3
3
0
0
件
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ

の
切
除
も
約
3
0
0
件
行
って
い
ま
す
。
ご

高
齢
の
方
や
ご
希
望
の
あ
る
方
は
入
院
し
て

内
視
鏡
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
、
安
心
し

て
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
葛
地
域
の
急
性
期
医

療
の
拠
点
病
院
と
し
て
、
吐
血
な
ど
の
緊
急

内
視
鏡
に
も
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

手
術
は
年
間
約
4
〜
5
0
0
件
行
って

い
ま
す
。
胃
癌
、
大
腸
癌
な
ど
の
悪
性
疾

患
に
加
え
、
胆
嚢
炎
、ヘルニア
、
虫
垂
炎
と

いっ
た
良
性
疾
患
も
積
極
的
に
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。
当
科
で
は
手
術
前
の
診
断
か
ら

　

現
代
の
医
療
は
、
専
門
性
の
高
度
化
に
伴

い
、
細
分
化
が
進
む
側
面
が
見
ら
れ
ま
す
。

特
定
の
疾
患
に
対
し
先
端
的
治
療
を
行
う

た
め
に
は
有
利
で
も
、
患
者
さ
ん
が
抱
え
て

い
る
す
べ
て
の
問
題
点
を
複
合
的
に
診
療
す

る
視
点
が
十
分
で
は
な
く
な
る
可
能
性
は

否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

名
戸
ヶ
谷
病
院
は
「
全
人
的
医
療
の
提

供
」
を
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
当
院
で
は
細
分
化
す
る
こ
と
な
く
「
内

科
」
と
標
榜
す
る
こ
と
で
、
い
く
つ
も
の
病

気
を
抱
え
て
い
る
患
者
さ
ん
に
た
い
し
て
も

横
断
的
な
診
療
の
視
点
を
持
た
せ
、「
全
人

的
医
療
の
提
供
」
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
全
人
的
と
は
人
を
診
る
こ
と
。
病

気
は
そ
の
人
の一部
で
あ
り
病
気
だ
け
を
診

た
の
で
は
人
を
診
た
事
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

よ
く
人
を
診
る
に
は
近
づ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
「
近
く
の
病
院
」

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
近
く
の
病
院
」
と
は
物
理
的
に
近
所
に

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
心
理
的
に
も
近
い
こ

と
、
気
持
ち
の
う
え
で
も
親
し
み
を
も
って

接
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
で
あ
る
こ
と
で
す
。

 診 療 科 紹 介

外  科

名戸ヶ谷病院　副院長

吉野 昭信
外科

原田 有三

  内科スタッフ

高野 清豪  理事長

富山 順治  総長

吉野 昭信  副院長／内科部長

門脇 京子　／　村上 明子

  外科スタッフ

高橋 一昭  副理事長

森 　　健  副院長／外科部長

多田 訓子  医長

原田 有三
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最先端の治療を

　　より身近で安心に

 診 療 科 紹 介

形 成 外 科

ン
パ
外
科
手
術
と
、
日
本
医
療
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
協
会

認
定
リ
ン
パ
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
複
合
的
理
学
療
法
を
組

み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
形
成
外
科
医
に
よ
る
リ
ン
パ
外

科
治
療
と
リ
ン
パ
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
複
合
的
理
学
療
法

を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
の
で
き
る
医
療
機
関
は
、
国

内
は
も
と
よ
り
世
界
的
に
み
て
も
非
常
に
少
な
く
、
専
門

性
の
高
い
包
括
的
な
治
療
を
提
供
で
き
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

リ
ン
パ
外
科
治
療
で
は
0

・

5

ミ
リ
前
後
の
リ
ン
パ
管

を
5
ミ
ク
ロ
ン
ほ
ど
の
糸
で
吻
合
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
イ
ク

ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
技
術
を
用
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
技
術

は
指
先
や
耳
な
ど
の
微
小
な
組
織
の
切
断
に
お
け
る
再
接

着
手
術
や
微
細
な
神
経
縫
合
技
術
、
眼
瞼
形
成
な
ど
整
容

的
、
美
容
的
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
位
で
高
い
精
度
を
求
め

ら
れ
る
手
術
に
お
い
て
も
非
常
に
有
用
な
技
術
で
す
。
こ

の
分
野
は
特
に
日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
お
り
、
今
ま

で
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
内
で
技
術
指
導
を

務
め
さ
せ
て
頂
き
、
名
戸
ケ
谷
病
院
へ
も
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
（
イ
ギ
リ
ス
）、
シ
エ
ナ
大
学
（
イ
タ
リ
ア
）、

マ
ヒ
ド
ン
大
学
（
タ
イ
）
な
ど
か
ら
海
外
の
医
師
が
研
修

に
訪
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
感
染
拡
大
に
伴
い
国
際
交
流
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ウ
ェ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
を
通
じ
て
情
報
発
信

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
古
く
か
ら
地
域
に
密
着
し
た
病
院
で
す
が
、
高

水
準
の
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
常
に
最
先
端
の
医
療
技

術
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
続
け
て
い
ま
す
。
患
者
様
に
対
し

て
身
近
に
安
心
で
き
る
存
在
と
し
て
、
お
気
軽
に
受
診
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

名
戸
ケ
谷
病
院
形
成
外
科
は
1
9
8
3
年
5
月
、
病
院

の
設
立
時
か
ら
東
京
大
学
形
成
外
科
第
４
代
教
授
の
光
嶋

勲
医
師
が
非
常
勤
医
師
と
し
て
就
任
し
、
1
9
9
5
年
4

月
よ
り
日
本
形
成
外
科
学
会
前
理
事
長
の
中
塚
貴
志
医
師

が
就
任
、
2
0
1
3
年
8
月
よ
り
東
京
大
学
形
成
外
科
よ

り
常
勤
体
制
が
敷
か
れ
現
在
は
学
会
認
定
教
育
関
連
施
設

と
な
っ
て
い
る
歴
史
あ
る
診
療
科
で
す
。

　

形
成
外
科
は
体
表
の
ケ
ガ
や
火
傷
、
腫
瘍
切
除
術
、
先

天
奇
形
な
ど
に
関
す
る
再
建
外
科
的
治
療
（
機
能
的
、
整

容
的
に
正
常
へ
近
づ
け
る
治
療
）
の
ほ
か
、
美
容
医
療
ま

で
を
含
め
て
人
体
の
広
範
囲
を
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
治

療
す
る
診
療
科
で
す
。

　

当
院
で
は
特
に
、
が
ん
切
除
術
後
な
ど
に
主
に
見
ら
れ

る
四
肢
の
む
く
み
な
ど
の
症
状
に
代
表
さ
れ
る
リ
ン
パ
浮

腫
に
対
す
る
治
療
を
得
意
と
し
、
専
門
の
外
来
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
リ
ン
パ
浮
腫
は
、
が
ん
の
手
術
で
リ
ン
パ
節

を
切
除
し
た
後
に
発
症
し
や
す
い
疾
患
で
す
。
生
ま
れ
つ

き
リ
ン
パ
管
の
形
成
不
全
や
機
能
障
害
が
あ
る
場
合
や
原

因
不
明
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
足
が
腫
れ
て
重
く
な
り
機

能
的
、
整
容
的
に
悪
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
発
熱
し
蜂
窩

織
炎
と
い
う
症
状
に
至
る
こ
と
が
特
に
問
題
に
な
り
ま

す
。
適
切
な
治
療
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
進
行
し
て
象
皮

症
と
い
う
四
肢
の
肥
大
化
に
よ
る
重
度
の
障
害
を
き
た
す

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
リ
ン
パ
浮
腫
の
診
断
を
確
定
す
る

こ
と
は
し
ば
し
ば
難
し
く
、
当
院
で
は
最
新
の
リ
ン
パ
管

造
影
検
査
な
ど
種
々
の
検
査
法
を
導
入
し
、
鑑
別
診
断
に

お
い
て
も
適
宜
他
の
診
療
科
と
も
柔
軟
に
連
携
し
早
期
の

的
確
な
診
断
を
可
能
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

治
療
は
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
使
っ
た
低
侵
襲
リ

形成外科部長

菊池 和希
2006年鳥取大学医学部卒業。東京大学医学
部附属病院（東京大学医学部形成外科助教）、
ローマ大学国際コンサルタント、旭中央病院での
勤務を経て2014年から現職。
■資格
日本形成外科学会形成外科専門医・指導医。
日本創傷外科学会専門医・指導医。
日本形成外科学会皮膚腫瘍外科分野指導医。
得意とする領域はマイクロサージャリー、リンパ外
科、美容外科。

■資格　理学療法士
　　　　日本医療リンパドレナージ協会認定
　　　　医療リンパドレナージセラピスト

  リンパ浮腫専門外来スタッフ

松森 しのぶ

高橋 成美
■資格　理学療法士
　　　　日本医療リンパドレナージ協会認定
　　　　医療リンパドレナージセラピスト

1

シエナ大学での手術指導
ローマ大学構内に掲示された第一回スーパー
マイクロサージャリー講習会のポスター

（2011年）

4

3

2

3

4
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5

1

2
ローマでの手術指導前にPaolo Gennaro医師と
現在開催されているWebカン
ファレンスのポスター。国際的
交流が限られている中で可能な
限りの情報発信を行っている

オックスフォード大学（イギリス）より当院へ
研修に来られたSinclair Gore医師と

65

　23　 / vol.02



運動器の障害のために移動機能の低下をきたした状態を言い
ます。運動器は骨・関節・筋肉・神経などで成り立っていますが、
これらの組織の障害によって立ったり歩いたりするための身体
能力（移動機能）が低下した状態が、ロコモなのです。ロコモが
進行すると、将来介護が必要になるリスクが高くなります。

この「Live well Live long（健康で長生き）」コーナーでは、
毎回専門職の方から健康で長生きするためのコツと知恵をレクチャーしてもらいます♪
第1回目は、リハビリテーション科です。

　早いもので2021年も3月に入り、暖かい春の訪れを感
じるようになりました。
　これからの時期、卒業・入学、就職・退職など人生の
転機を迎える方々が多くいらっしゃることと存じます。
当院も4月には研修医を始め多くの新人職員を迎え入れ
ます。新型コロナウィルスの脅威に曝されながらも、医
療人としての一歩を踏み出そうとする多くの新人職員
の高い志を頼もしく思う次第です。
　私には、この時期になるといつも思い出す言葉があり
ます。
　日本近代資本主義の父と言われる渋沢栄一の「夢七
訓」です。

▪夢なき者は理想なし
▪理想なき者は信念なし
▪信念なき者は計画なし
▪計画なき者は実行なし
▪実行なき者は成果なし
▪成果なき者は幸福なし
▪故に幸福を求める者は夢なかるべからず

　大きな夢を描く新人職員とともに、地域医療に邁進い
たします。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願
いいたします。

（事務長　安　 誠）

加齢的影響を強く受ける足の筋力強化に
最適な運動、スクワットの紹介です。自宅
で簡単にできて効果的な運動です。ぜひ
お試しください。

肩幅より少し広めに足を広げて立ちます。
つま先は30度くらいに開きます。

膝がつま先より前に出ないように、また、膝
が足の人差し指の方向に向くように注意して、
おしりを後ろに引くように身体を沈めます。

ロコモティブシンドロームとは？

転ばぬ先のスクワット

健康で長生きするためには、運動器を丈夫に保つことが重要です。

要介護要支援になった要因

24.8%

1

2

12.8% 17.6%

28.7%

16.1%

厚生労働省2019年国民生活基礎調査の概況より

事務長より

運動器の障害

高齢による
衰弱

認知症

その他

脳血管疾患

深呼吸をするペースで
５～６回繰り返します。
1日３回行いましょう。

安全のために
椅子やソファーの前で
行いましょう。

肩幅に
広げる

つま先は
30度に開く

　4

高度な硝子体手術と

　  安全な白内障手術の実現

 診 療 科 紹 介

眼  科

　

そ
の
よ
う
な
場
合
も
、
当
院
で
対
応
で
き

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
受
診
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

硝
子
体
手
術
も
数
多
く
行
って
お
り
、
黄

斑
前
膜
、
黄
斑
円
孔
、
硝
子
体
出
血
、
糖

尿
病
網
膜
症
、
網
膜
剥
離
な
ど
を
治
療
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

　

硝
子
体
手
術
は
眼
科
手
術
の
中
で
も
難

し
い
手
術
と
さ
れ
て
お
り
、
執
刀
出
来
る
眼

科
医
や
施
設
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

多
く
の
施
設
で
は
長
期
入
院
で
行
わ
れ
て
お

り
、
術
後
の
社
会
復
帰
ま
で
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
負
担
を
解
消
す
べ
く
当
院
で
は
難
症

例
を
除
く
殆
ど
の
症
例
を
日
帰
り
か
1
泊

入
院
で
行
って
お
り
、
良
好
な
手
術
成
績
を

収
め
て
い
ま
す
。

　

当
眼
科
で
は
大
学
病
院
と
同
等
な
高
度

な
治
療
が
可
能
と
なって
い
ま
す
。

眼
科
は
高
齢
の
方
も
多
く
、
遠
方
への
通
院

や
長
期
入
院
は
身
体
に
負
担
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

高
度
な
治
療
を
、
よ
り
身
近
に
受
け
て

頂
く
こ
と
で
、
地
域
の
皆
様
に
貢
献
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
眼
科
と
言
え
ば
名

戸
ヶ
谷
病
院
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
日
々
研
鑽

を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
1
月
当
院
に
赴
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

東
京
大
学
卒
業
後
、
全
国
有
数
の
手
術

件
数
を
誇
る
熊
本
出
田
眼
科
病
院
で
研
鑽

を
積
み
、
そ
の
後
は
東
京
警
察
病
院
で
更
に

経
験
を
積
ん
で
参
り
ま
し
た
。
現
在
当
院

で
は
月
間
1
0
0
件
を
超
え
る
手
術
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

最
も
多
く
行
って
い
る
手
術
は
白
内
障
に

な
り
ま
す
。
通
常
の
白
内
障
手
術
は
も
ち

ろ
ん
、
難
症
例
も
対
応
可
能
で
す
。
か
な

り
進
行
し
て
か
ら
の
受
診
も
多
く
、
成
熟

白
内
障
な
ど
の
難
症
例
の
割
合
も
高
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

進
行
し
て
か
ら
の
手
術
も
可
能
で
す
が
、

手
術
時
間
が
長
く
な
る
場
合
や
、
再
手
術

（
眼
内
レ
ン
ズ
強
膜
内
固
定
術
）
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
視
力
低
下
や

霞
の
症
状
が
出
始
め
た
ら
、
1
度
受
診
さ
れ

る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
手
術
は
日
帰
り

と
入
院
を
選
択
可
能
で
す
。

　

眼
内
レ
ン
ズ
偏
位
や
落
下
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

乱
視
橋
正
眼
内
レ
ン
ズ
や
多
焦
点
眼
内

レ
ン
ズ
も
導
入
し
て
お
り
、
術
後
よ
り
良
い

見
え
方
に
な
る
事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

白
内
障
は
比
較
的
安
全
な
手
術
で
す
が
、

手
術
合
併
症
も
稀
に
存
在
し
ま
す
。

眼科

浅岡 丈治
  眼科スタッフ

浅岡 丈治　／　恒矢 美貴
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理 念

［ 基 本 方 針 ］

私たちは全人的医療を目指します
いつでも患者さんの立場に立って医療を行います

先進技術を導入し、適切な医療を実施するように努力します

救急医療を中心に予防医学にも力を注ぎ、医療のあらゆる分野に全力を尽くします

1　患者さんの権利を尊重し、患者さんの信頼と満足が得られるような医療を行うように努めます
2　救急医療、急性期医療を当院の使命と考え、救急患者さんは小児から高齢者まですべて受け入れます
3　予防医学から在宅医療、高齢者福祉・介護まで、地域に密着した包括的医療を目指します
4　地域医療機関や施設との機能分担や連携を図り、救急病院としての機能と責務を果たすよう努力します
5　高度な医療と安らげる環境を提供するために、職員の教育と研修に努めます

名戸ヶ谷病院

千葉県立
柏南高

ニッ
カ
通
り

大
津
川

新柏
さくら

通り

三協フロンテア
柏スタジアム

イオンモール柏

新柏住宅
バス停

柏郵便局

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン（
野
田
線
）

常
磐
線

51

51

282

16

6

新
柏
駅

新
柏
駅

南柏
駅

南柏
駅

柏
 駅
柏
 駅

■電車の場合
　東武アーバンパークライン（野田線）新柏駅より徒歩約7分
■電車とバスの場合
　JR柏駅東口 5番バス乗り場 東武バス 新柏駅行に乗車し、
　新柏住宅でお降りください。新柏住宅の裏が名戸ヶ谷病院
　になります。
■無料巡回バスも運行しています
　ルート内であれば、乗り降りは自由な場所で行っていただけ
　ます。 詳しくは、ホームページをご覧ください。

社会医療法人社団蛍水会  名戸ヶ谷病院
〒277-0084　千葉県柏市新柏2-1-1
TEL.04-7167-8336（代表）
http://www.nadogaya.com
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